
町おこしディレクターとは、嵐山町版地域おこし協力隊です。観光協会と地域支援課が協力しながら行っている事業です。
問合せ　地域支援課　政策創生担当　☎６２−２１５２

ロケ誘致に成功しました！！
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嵐
山
町
の
皆
さ
ま
。
町
お

こ
し
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
神
岡

で
す
。

　

５
月
１３
日
～
１８
日
早
朝
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

撮
影
場
所
は
、
嵐
山
町
・

鳩
山
町
・
小
川
町
・
東
久
留

米
市
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

神
岡
自
身
も
、
初
め
て
の

撮
影
で
問
題
も
多
く
見
つ
か

り
ま
し
た
。
駅
前
で
の
撮
影

で
は
、
お
叱
り
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
課
題
を
整

理
し
て
、次
回
の
撮
影
に
活

か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

撮
影
時
の
機
材
の
置
き
場
や

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
お
貸
し
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

撮
影
し
た
作
品
名
な
ど

は
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広
報
に
も
掲
載
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
撮
影
の
候
補
地
探

し
（
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ン
テ

ィ
ン
グ
）
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
撮
影
に
至
ら
な
い
現
場

も
あ
り
ま
し
た
が
、
メ
デ
ィ

ア
に
町
を
露
出
さ
せ
て
い
け

る
よ
う
に
、
ロ
ケ
地
登
録
や

エ
キ
ス
ト
ラ
登
録
な
ど
今
後

も
ど
ん
ど
ん
営
業
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ロ
ケ
誘
致
を
通
じ
て
、
業

界
や
立
場
の
垣
根
を
超
え
て

人
々
が
交
流
で
き
る
よ
う
な

マ
チ
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ロ
ケ
弁
は
、
前
日
か
つ
大

量
発
注
（
だ
い
た
い
５０
食

分
）
で
す
が
、
ご
協
力
可
能

な
お
店
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
願
い
し
た
い
で
す
。

町おこしディレクターだより
vol．８

某公園での夜間撮影の様子
照明により公園のイメージも華やかに。
どこかわかりますか？？？

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

～
熱
中
症
の
発
生
は
、

　

７
～
８
月
が
ピ
ー
ク
で
す
～

健康いきいき課
　

熱
中
症
は
、
適
切
な
予
防
を
す
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
熱
中
症
の
正
し
い
知
識
を
も

っ
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。

熱
中
症
予
防
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１　

高
齢
者
は
上
手
に
エ
ア
コ
ン
を

　

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
は
、
暑

さ
で
徐
々
に
体
力
が
低
下
し
、
室
内

で
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
節
電
中
で
も
上
手
に
エ
ア
コ
ン

を
使
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ア
コ
ン
を
使
う
こ
と
が
苦
手
な

方
は
、
扇
風
機
を
使
う
、
窓
に
遮
光

カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
を
か
け
る
な

ど
、
室
温
が
上
が
ら
な
い
よ
う
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

　

周
り
の
方
も
、
高
齢
者
の
い
る
部

屋
の
温
度
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

２　

暑
く
な
る
日
は
要
注
意

　

熱
中
症
は
、
暑
い
環
境
に
長
時
間

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま

す
。

　

特
に
、
梅
雨
明
け
で
急
に
暑
く
な

る
日
は
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
要
注
意
で
す
。

　

ま
た
、
夏
の
猛
暑
日
も
注
意
が
必

要
で
す
。
湿
度
が
高
い
と
体
か
ら
の

汗
の
蒸
発
が
妨
げ
ら
れ
、
体
温
が
上

昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
猛
暑
の
と

き
は
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
室
内
な

ど
、
早
め
に
涼
し
い
と
こ
ろ
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

３　

水
分
を
こ
ま
め
に
補
給

　

の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。
汗
に
は
塩
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
大
量
の
汗
を
か
い
た

ら
、
水
分
と
と
も
に
塩
分
も
取
り
ま

し
ょ
う
。

　

ビ
ー
ル
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む

飲
料
は
、
体
内
の
水
分
を
出
し
て
し

ま
う
た
め
水
分
の
補
給
に
は
な
ら

ず
、
逆
に
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
暑
さ
や
の
ど
の

渇
き
を
感
じ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し

ょ
う
。
寝
る
前
も
忘
れ
ず
に
。

４　
「
お
か
し
い
」
と

　

思
っ
た
ら
病
院
へ

　

熱
中
症
は
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐

き
気
、
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
か
ら
、

ひ
ど
い
と
き
に
は
意
識
を
失
い
、
命

が
危
険
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
涼
し

い
と
こ
ろ
に
避
難
し
、
医
療
機
関
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

５　

周
り
の
人
に
も
気
配
り
を

　

自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ご
近

所
で
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、
周
り
の

人
の
体
調
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
等
行
事
を
実
施
す
る
と

き
は
、
気
温
や
参
加
者
の
体
調
を
考

慮
し
て
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

健
康
い
き
い
き
課　

健
康

管
理
担
当　

☎
６２

－

０
７
１
６

限
度
額
適
用
認
定
証

（
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

町民課
　

限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
る
と
窓

口
で
の
お
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
で

済
み
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
、
申

請
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
は
、
入
院
時
の
食
事

代
の
減
額
も
併
せ
た
「
限
度
額
適
用

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
申

請
で
き
ま
す
。

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
書
の

有
効
期
限
は
、
７
月
末
日
で
す
。
継

続
し
て
入
院
し
て
い
る
方
な
ど
は
８

月
以
降
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
外
来
で
も
適
用
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

町
民
課　

保
険
・
年
金
担

当　

☎
６２

－

２
１
５
４

　

毎
年
、
前
年
所
得
に
基
づ
き
、
負

担
区
分
（
負
担
割
合
）
を
見
直
さ
れ

ま
す
。
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、

７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
間
は
、
８
月
か
ら
平
成
３１

年
７
月
末
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
が
対
象
で

す
。

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受

給
者
証
を
送
付
し
ま
す

町民課
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国
民
健
康
保
険
の
高
額

療
養
費
自
己
負
担
限
度

額
が
変
更
さ
れ
ま
す

町民課
　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療
機

関
や
薬
局
の
窓
口
で
支
払
っ
た
額

が
、
月
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
に

一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え

た
金
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

年
齢
や
所
得
に
応
じ
て
支
払
う
医

療
費
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

７０
歳
以
上
の
方
の
新
た
な
自
己
負

担
限
度
額
は
、
８
月
診
療
分
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
現
役
並
み

所
得
者
に
つ
い
て
新
た
に
３
つ
の
所

得
区
分
が
設
け
ら
れ
、
外
来
（
個
人

ご
と
）
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

一
般
の
所
得
者
の
限
度
額
が
新
た
な

自
己
負
担
額
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
課　
保
険
・
年
金
担
当　

☎
６２

－

２
１
５
４

後
期
高
齢
者
医
療
保
険「
被

保
険
者
証
」及
び「
保
険
料

通
知
」を
送
付
し
ま
す

町民課◎
被
保
険
者
証
の
送
付

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬

以
降
に
転
送
不
要
の
簡
易
書
留
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。

　

有
効
期
間
は
、
８
月
１
日
か
ら
平

成
３１
年
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。

◎
保
険
料
通
知
の
送
付
　

　

平
成
３０
年
度
の
保
険
料
通
知
は
、

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

納
期
後
一
定
期
間
を
経
過
し
ま
す

と
、
督
促
状
を
お
送
り
す
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
納
期
ま
で
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
課　
保
険
・
年
金
担
当

　

☎
６２

－

２
１
５
４

　

国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
本

年
４
月
か
ら
は
、
埼
玉
県
が
保
険
者

と
な
っ
て
、
町
と
と
も
に
国
民
健
康

保
険
制
度
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
保
険
税
の
算
出

方
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

•
資
産
割
額
・
平
等
割
額
の
廃
止

及
び
均
等
割
額
・
税
率
の
改
正

（
表
１
）

•
軽
減
措
置
制
度
の
拡
充
（
表
２
）

•
賦
課
限
度
額
の
改
正
（
表
３
）

※
詳
し
く
は
、
広
報
嵐
山
５・
月
号
差

し
込
み
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

が
変
わ
り
ま
し
た

税務課

平
成
３０
年
度

国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

税務課
　

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

を
、
世
帯
主
宛
に
発
送
し
ま
す
。
世

帯
主
が
職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
で
も
、

世
帯
に
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

い
る
場
合
、
世
帯
主
宛
に
納
税
通
知

書
が
届
き
ま
す
（
世
帯
主
分
の
保
険

税
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

問
合
せ　

税
務
課　

課
税
担
当

　

☎
６２

－

２
１
５
３

課税区分 改正前 改正後

医療分

所得割額 ６.５％ ７.０％
資産割額 ４０％
均等割額 ９,０００円 ２７,０００円
平等割額 １９,２００円

後期高齢者支援金分
所得割額 １.３％ ２.２％
均等割額 ９,６００円 １２,０００円

介護分
※４０歳以上～６５歳未満

所得割額 １.２％ １.８％
均等割額 １２,０００円 １３,０００円

（表１）課税方式及び税率

※
過
去
１２
か
月
以
内
に
３
回
以
上
、
上
限
額
に
達
し
た
場
合
は
、
４
回
目
か
ら

「
多
数
回
」
該
当
と
な
り
、
上
限
額
が
下
が
り
ま
す
。

所得区分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）
現役並み
所得者 ５７,６００円 ８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）×１％

〔４回目以降　４４,４００円※〕

一般
１４,０００円

（年間限度額）
１４４,０００円

５７,６００円
〔４回目以降　４４,４００円※〕

低所得者Ⅱ ８,０００円 ２４,６００円
低所得者Ⅰ ８,０００円 １５,０００円

世帯の軽減基準所得 改正前 改正後
３３万円以下 ６割 ７割
３３万円＋２７.５万円×（被保険者数）以下 ４割 ５割
３３万円＋５０万円×（被保険者数）以下 ２割　※新設

区　分 改正前 改正後
医療分 ５４万円 ５８万円
後期高齢者支援金分 １９万円 １９万円
介護分 １６万円 １６万円
合　計 ８９万円 ９３万円

（表２）軽減措置制度

（表３）賦課限度額

所得区分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）
課税所得
６９０万円以上

２５２,６００円＋（医療費－８４２,０００円）×１％
〔４回目以降　１４０,１００円〕

課税所得
３８０万円以上

１６７,４００円＋（医療費－５５８,０００円）×１％
〔４回目以降　９３,０００円〕

課税所得
１４５万円以上

８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）×１％
〔４回目以降　４４,４００円〕

一般
１８,０００円
（年間上限
１４４,０００円）

５７,６００円
〔４回目以降　４４,４００円※〕

低所得者Ⅱ ８,０００円 ２４,６００円
低所得者Ⅰ ８,０００円 １５,０００円

７０歳以上の方の自己負担限度額（月額）
平成３０年７月まで

平成３０年８月から

　

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
嵐
山
６
月
号
２１
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
し
た
『
夏
休
み
親
子
ク

ッ
キ
ン
グ
』の
対
象
者
欄
に「
※
４

年
生
以
上
は
お
子
さ
ん
の
み
で
の

参
加
も
で
き
ま
す
。」
と
記
載
し

ま
し
た
が
、
保
護
者
と
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課　

母
子
保
健
担
当


